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-壁画にチャレンジ

8月から、上田バイ パスの地下道 4か所

で、北小や西小の児童らによる壁画制作が

始まりました。地下道の落書き防止をねら

いに、すでに 3月には 1か所(新田第 1) 

が完成しています。イメージを膨ませて、の

びのびと筆を運ぶチビ ッコたち・一。今月末

完成の予定です(写真は山口第 1地下道)。

市民と市長の日 9月2日(土)午前9時から正午まで 市役所3階市長室で行います。お気軽にどうぞ。



国

じ
り
じ
り
と
汗
が
に
じ
み
出
て
く

る
真
夏
・
:
。
市
内
各
地
で
、
夏
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
市
制
七
十

周
年
事
業
も
加
わ
り
、
い
っ
そ
う
盛

り
だ
く
さ
ん
。
上
田
わ
っ
し
ょ
い
、

七
夕
、
花
火
大
会
な
ど
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
ま
れ
だ
こ
と
で
し
ょ

う。
今
回
は
、
そ
ん
な
行
事
の
中
か
ら
、

暑
い
夏
の
主
人
公
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
い
き
い
き

と
し
だ
表
情
を
追
っ
て
み
ま
し
だ
。

(
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
撮
影
)

:レンズ訪問 夏っ子:

7月31日、市の子供公害教室

で、浦野川の水中生物を採取。

川の生きものから水質を調べ

る方法を勉強しました。

8月4日から 3日間、創造館で聞か

れた上田紬織物展(機織りに挑戦)
トントン

「びしょ濡れてーもへっちゃらJo

大雨にたたられた今年の祇園祭

は、かえって気合いが…(7月

22日、海野町通りで)
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歴
史
あ
る
上
回
公
園
を
き
れ
い
に

し
よ
う
ー
ー
ーと、

清
明
小
の
児
童

ら
約
八
十
人
が
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま

し
た
(
七
月
三
十
日
)



漆戸地籍の遺跡発掘に参加し、

成果あり 縄文式土器を発見(8月3日、

国分寺資料館の考古学教室で)

，<;4''"JI'~ 

市営プールで行われた水泳教室。

ト板を使つてのバタ足の練習だヨ」

熱気みなぎる女子学童綱引き大会(8 

月6日、 47チームが参加)

「最初はビー

( 8月2日)

J 日命示
、

十
八
回
目
を
迎
え
た
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
。

子
ど
も
た
ち
の
か
け
声
が
そ
う
快
に
響
く
・:

広報うえだ1.B. 16 [3] 



冒・

今
年
も
九
月
一
日
閣
の
「
防
災
の

臼
」
巳
、
上
田
市
地
震
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
火
災
の

応
急
対
笹
川
が
重
点

今
回
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
広
く

参
加
を
求
め
、
油
火
災
に
対
す
る
応

急
対
策
の
徹
底
を
訓
練
の
重
点
目
標

と
し
て
行
い
ま
す
。

全
市
一
斉
に
避
難
訓
練

午
前
八
時
三
十
分
に
上
田
市
警
戒

本
部
長
(
市
長
)
か
ら
、
有
線
放
送
、

有
線
テ
レ
ビ
、
消
防
団
な
ど
を
通
じ

て、

警
戒
宣
言
と
避
難
勧
告
を
発
し

ま
す
。
自
主
的
に
各
自
治
会
で
定
め

た
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

各
自
治
会
で
は
、
自
主
防
災
組
織
、

消
防
固
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
、
独

ア
マ
無
線
の
通
信
訓
練
も

震
防
災
訓
練

合
自
治
会

・
事
業
所
自
衛
消
防
隊
)
、

④
油
火
災
消
火
訓
練
、
⑤
給
食
・
給

水
訓
練

(
日
赤
奉
仕
団
)
、
⑥
復
旧

訓
練

(
N
T
T
鮒
・
中
部
電
力
側
・

上
田
ガ
ス
鮒
・

L
P
ガ
ス
協
会
)
、

⑦
水
防
訓
練
、
⑧
放
水
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。

塩
尻
地
区
の
皆
き
ん
は
、

だ
け
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
種
目
の
一
つ
と
し
て
、
市
内

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の
協
力
に

よ
る
非
常
通
信
訓
練
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
訓
練
時
間
午
前
八
時
四
十
二
分

か
ら
同
十
一
時
四
十
五
分

マ
使
用
周
波
数

1
4
5

・U
M
h

4
3
3
・
m
M
h

レ
ピ

l
タ
1

4
3
9
・
ω
M
h

A
U
Z
1
Z
 

8
h
H
 

-
問
い
合
わ
せ

2
2
2
)
 

極
的
に
参
加
し
よ
う
|

自
の
防
災
訓
練
計
画
を
た
て
、
各
種

施
設
で
の
訓
練
協
力
、
家
族
ぐ
る
み

の
非
常
持
ち
出
し
訓
練
、
避
難
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
消
火
栓
取
り
扱
い

訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

上
回
西
高
を
中
心
じ

総
合
防
災
訓
練

午
前
九
時
か
ら
は
、
上
回
西
高
校

校
庭
を
中
心
に
地
震
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
「
駿
河
湾

を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
。
特

に
市
内
塩
尻
地
区
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
」
と
の
想
定
で
行
う
も
の

で
す
。

当
日
は
、
上
田
西
高
校
校
庭
に
現

地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
各

種
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
①
避
難
・
誘
導
訓
練
(
上
塩
尻
・

下
塩
尻
各
自
治
会
・
上
回
西
高
校
)、

②
救
助
・
救
出
・
救
護
訓
練
、
③
油

火
災
初
期
消
火
訓
練

(
塩
尻
地
区
連

同

4
3
9
・

企
画
課
(
内
線
1

で
き
る

一
あ
わ
て
ず
、
速
や
か
に
・
:
。
昨
年

一

一
の
避
難
訓
練
か
ら

広寂うえ万イ .B. 16 【4]

~8 :30-9 :30 

宇崎 /11

交通規制・・圃8: 30-12 : 00 

地
震
が
発
生
し
だ
ら
・
・
.

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
あ
わ

て
て
外
に
出
な
い
で
、
丈
夫
な

家
具
類
に
身
を
寄
せ
て
く
だ
さ

い
。
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
行

い
、
火
が
出
た
ら
即
消
火
を
。

避
難
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

へ
徒
歩
で
し
、
自
動
車
は
交
通

の
障
害
と
な
る
の
で
や
め
る
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
家
族
や
隣
近

所
で
話
し
合
い
、
災
害
に
備
え

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。



暑
さ
て
血
圧
下
が
り

脱
水
状
態
に

u
l
夏
と
脳
卒
中

l
l

「冬
一
は
山
配
だ
が
、
夏
は
安
山」

と
考
え
ら
れ
が
ち
な
脳
卒
中
。
ト
イ

レ
な
ど
で
倒
れ
る
の
は
、
寒
い
冬
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
る
か
だ
は
い
ま
せ

ん
か
。
で
も
、
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ

て
し
ま
う
脳
こ
う
そ
く
な
ど
は
、
夏

も
冬
も
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
で
、
血
圧

が
下
ガ
つ
だ
り
、
脱
水
状
態
に
な
っ

疋
り
|
|
こ
れ
ら
が
脳
の
皿
渡
の
流

れ
を
悪
く
す
る
原
因
に
。
夏
も
用
山

に
越
し
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

血
圧
が
下
が
り
ぎ
み
に
な
る

人
聞
の
体
は
、
暑
く
な
る
と
、
体

内
に

こ
も
っ
て
い
る
熱
を
外
に
発
散

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
が
血
管

を
広
げ
、
血
圧
を
下
げ
る
わ
け
で
す
。

高
血
圧
の
か
た
に
は
、
一
見
よ
い

こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

血
圧

は
下
が
り
す
ぎ
る
と
脳
の
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
り
、
脳
こ
う
そ
く
を
起

こ
し
ゃ
す
く
し
ま
す
。
医
師
か
ら
薬

を
も
ら
っ
て
い
る
か
た
は
、
下
が
り

す
ぎ
た
と
い
っ
て
、
か
つ
て
に
薬
を

や
め
た
り
せ
ず
に
、
よ
く
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

汗
が
出
て
脱
水
状
態
に

汗
も
、
体
の
中
か
ら
熱
を
外
に
出

そ
う
と
す
る
体
の
反
応
で
す
。
し
か

し
、
体
の
水
分
が
外
に
出
す
ぎ
て
し

ま
う
と
、

脱
水
状
態
に
な
り
、

血
液

が
濃
く
、
粘
り
気
が
強
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て、

血
液
の
流
れ
を
悪
く
し
、

脳
の
血
管
も
詰
ま
り
ゃ
す
く
な
り
ま

す。
汗
を
か
く

こ
と
が
い
け
な
い
の
で

は
な
く
、
外
に
長
時
間
出
て
い
た
り

汗
を
か
い
た
と
き
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

水
分
を
補
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年

を
と
る
と
、
水
分
が
不
足
し
が
ち
に

な
る
の
で
、
汗
だ
け
で
な
く
、
下
痢

や
尿
量
に
も
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

夏
は
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
寝

川

不
足
や
寝
冷
え
な
ど
で
、
体
調
を
く

川

ず
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

体
調
を
く
ず
す
と
、
血
圧
が
上
が

い

っ
た
り
、
尿
の
出
方
が
悪
く
な
っ
た
~

り
し
て
、
血
液
の
流
れ
も
悪
く
な
る
川

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
引
き
金

い

に
な
り
ま
す
。

冷
房
に
も
注
意

最
近
は
、
家
庭
に
も
冷
房
が
普
及

川

し
て
き
ま
し
た
。
血
圧
の
高
い
人
が

暑
い
と
こ
ろ
か
ら
急
に
寒
い
部
屋
に

入
る
と
、
と
た
ん
に
胸
が
苦
し
く
な

川

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
体
が
冷
え
す
ぎ
る
と
、

血
〈

液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
神
経
痛
や
川

リ
ウ
マ
チ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が

川

出
て
き
ま
す
。
冷
房
は
次
の
こ
と
に

川

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
①
冷
や
し
す
ぎ

い

な
い
(
座
つ
て
の
仕
事
な
ら
二
十
五

~

度
く
ら
い
)
、
②
温
度
は
下
の
方
で
計

川

っ
て
調
節
す
る
、
③
冷
風
は
天
井
に
〉

向
け
る
、
④
冷
房
の
き
い
た
部
屋
で

九

は
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど
を
用
意
す

川

フ
Q

。

川

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

川

線

1
3
7
6
)

体
調
を
く
ず
し
や
す
い

家
族
で
話
し
合
お
う

交

通

安

全

ハ
イ
ワ
の
事
敏
を

防

-町.
‘・

う

手
軽
な
乗
り
物
と
し
て
人
気
の

バ
イ
ク
。
普
及
率
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
、
バ
イ
ク
の
事
故
も
多
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

い

っ
た
ん
、
事
故
を
起
こ
す
と
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
常

に
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
よ
り
慎
重

な
運
転
を
・
・
・
0

・
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

マ
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
。
と
つ

き
の
と
き
に
い
つ
で
も
止
ま
っ
た

り
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ピ

ー
ド
で。

マ
カ

l
ブ
や
交
差
点
で
は
必
ず
減

速
す
る
。
特
に
交
差
点
で
は
、
右
・

左
折
車
に
注
意
。

マ
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
や
狭
い

道
路
で
は
、
徐
行
・
一
時
停
止
を
。

マ
バ
イ
ク
は
ク
ル
マ
か
ら
見
落
と

さ
れ
が
ち
。
夕
方
は
、
早
め
に
ラ

イ
ト
を
つ
け
よ
う
。
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『
軽
い
バ
イ
ク
軽
い
心
が

重
い
事
故
』

八
月
十
九
日
は
「
バ
イ
ク
の

日
」

[5] 



み
ご
と
公

b

た
ん
の
、
フ

1aり
つ
μ
りに

取れたてだよ
初夏から秋にかけての上田の風物詩、夜居。

現在、市街地 5か所(馬場町、横町、大門町

など)で指定 日に聞かれています。夕方とも

なると、新鮮な野菜が手に入るとあって、多

くの市民や観光客でにぎわっています。 (写

真は 8月5日、海野町 )

海野町商庖街の七夕まつりが、 8月5日か

ら7日まで聞かれました。会場は色どり鮮や

かなくす玉やほんぼりなどでぎっしり 。涼を

求める市民らでにぎわいました。上田市制70

周年を祝った飾 り付けも登場しました。

4穂園の伝統芸能を公演
韓国の農村に伝わる貴重な踊りや仮面劇を知

ってもらおうと、 「韓国風物ノ リ」の公演が8

月1日、上田創造館の体育館で行われました。

社会福祉協議会などで組織する実行委員会が主

催。豊作や平和を祈る踊 リが舞台狭 しと舞われ、

観客を魅了しました。

龍 一事融哩~ " .. 芯揃~~議議島~ ......;.:=話量 這巌按"':.‘
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日
本
赤
十
字
社

救
急
法
の
講
習
会
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心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
で
す
。

マ
と
き

九
月
十
六
日
目
、
十
七

日

制

午

前

九
時
i
午

後

五

時

マ

と

ニ

ろ

福

祉
会
館
(
大
手
二
、
宮

@
2
0
2
5
)

マ
対
象

日
本
赤

十
字
社
普
通
科
救
急
法
の
認
定
書
を

持

つ

人

マ

定

員

二

十

人

マ

費

用

二

千

円

マ

申

し

込

み

九

月

九
日
出
ま
で
に
は
が
き
か
電
話
で
、

「住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
」
を
左
記
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
一T
捌
長
野
市
南
県
町

一

O
七
四
日
本
赤
十
字
社
長
野
支
部

事
業
課

(
8
0
2
6
2
⑫
2
0
7
3
)

上
田
ガ
ス

料
理
教
室
の

受
講
生
募
集

マ
期
間

A
組
H
H
九
月
四
日
j
十

一
月
二
十
七
日
の
毎
月
曜
日
(
午
前

十
時
1
正
午
)、
B
組

1
九
月
五
日

1

十
一
月
二
十
八
日
の
毎
火
曜
日
(
午

前
十
時
i
正
午
)
、
C
組

l
九
月
六

日
1
十
一
月
二
十
九
日
の
毎
水
曜
日

(午
前
六
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タ
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大正10年ころの

金物屋の庖頭

4きり

、金づちグ返上

市の初心者水泳教室が、 8月2日から 4

日間、市営プールで開催されました。婦人

の部では、 50歳代の婦人 5人が参加。最初

はパタ足の練習、そしてクロール、平泳ぎ

へと ・1 講師も 「初めてにしては上出来」

と言舌していました。

ふ
4

山中の

す
て
き

信
州
の
花

〆 /j
Jペイ.~てZて;二二 ふ 唱

'89信州フラワーショーカ"8月4、5日、

上田創造館で聞かれました。県経済連の

主催で県内産の花き約 1，000点を一堂に

展示。会場は、色ど り鮮やかなキク、カ

ーネーションなどでいっぱい。 i上田の

花」のトルコキキョウ、スターチスも出

品され、多くの人でにぎわいました。ん
〉
さ
町
都
尾↓松

者
円
滑
強

壮
ハ
自
同
士

提

小

(

自
転
車
か

幅
を
き
か
す

父
は
明
治
三
十
七
年
ご
ろ
、
松
尾

町
で
金
物
屋
を
創
業
。
写
真
は
、
大

ウ

ラ

ス

正
十
年
前
後
で
、

「
万
金
物
硝
子
板
」

の
看
板
が
見
ら
れ
ま
す
。
屈
で
は
、

金
物
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
他
に
、
自
転

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
セ

メ
ン
ト
、
お

茶
な
ど
も
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
雑
貨

屋
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
品
ぞ
ろ

え
で
し
た
。

大
八
車
、

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

.，こt箱(220円〉で
約40円か市税に，

皆さんが市内でお買いになるたばこは、た

ばこ税として上田市の貴重な財源になってい

ます。63年度は約5億6，800万円が収入となり、

明るく豊かな街づくりに役立っています。

出張や旅行のときも、たばこは市内で買っ

て行きましょっ。

屈
に
つ
る
し
て
あ
る
の
は
、
ス
コ

ッ
プ
、
ひ
し
ゃ
く
、
や
か
ん
そ
し
て

今
で
は
珍
し
い
便
所
の
手
洗
い
器
な

ど
。
大
八
車
は
、
農
家
や
庖
屋
に
一

台
は
備
え
て
あ
り
、
当
時
の
必
需
品

で
し
た
。
車
の
往
来
も
あ
ま
り
な
い

時
代
で
し
た

の
で
、
道
の
ま
ん
中
に

堂
々
と
置
く
と
い
う
こ
と
も
で
き
た

わ
け
で
す
。
も
っ
ぱ
ら
、
自
転
車
が

交
通
の
中
心
で
し
た

の
で
・:
。
そ
の

自
転
車
も
な
か
な
か
の
高
価
で
、
英

国
の
「
ト
ラ
イ
ア

ン
プ
」

が
有
名
で

し
た
。
そ
し
て
時
代
が
下
が
り
、
戦

争
へ
。
国
の
統
制
経
済
の
も
と
、
市

内
の
金
物
屋
の
半
分
は
閉
庖
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
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前10: 30 -11 : 40 

後 1:10-3:00 

前 9:30-10:30 

11: 00-11: 50 

後 1:20-2:40 

前 9:30-10: 20 

10 : 50 -11 : 40 

後 1:10-2:00 

2:30-3:20 

前 9:30-11: 10 

11: 40-12: 10 

後 1:40-2: 10 

北常国

上

北

常

下塩

下紺屋町

新町

上紺屋町

踏入

塩田新町

学海北

学海南

末広町・松尾町・大手町

横町

常国

天神 町

入

尻

前 9:20-10:50

11 : 20 -12: 00 

後 1:30-3: 00 

前 9:30-11: 00 

後 1:00-2: 30 

前 9:20-9: 50 

10: 20-11: 30 

後 1:00-1:30 

1:50-2:20 

3: 00-3: 30 

前 9:30-10:00 

10 : 30 -11 : 00 

11 : 30 -12: 00 

後 1:30-2:00 

2・30-3: 00 

前 9:30-10:00 

10 : 30 -11 : 00 

11 : 30 -12: 00 

後 1・30-2: 00 

2: 30-3: 00 

前 9:30-10: 00 

10 : 30 -11 : 00 

11: 30-12: 00 

後 1:30-2:00 

2: 30-3: 00 

前 9:30-10:00

10: 30-11: 00 

11: 30-12: 00 

後 1:30-2: 00 

2: 30-3: 00 

前 9:30-10: 00 

10 : 30 -11 : 00 

11: 30-12: 00 

後 1:30-2: 00 

2: 30-3: 00 

内

内

区

区

区

一

区

区

区

区

区

一

区

内

内

内

内

一

区

区

区

区

区

一

区

区

区

区

区

市

市

尻池

尻地

下地

科地

科地

殿 I也

ttt 地

川地

川 I也

市

市

市

市

団地

田地

回地

団地

辺地

西地

西地

西 地

団地

下地

前 9:20-10: 00 

10: 30 -11 : 00 

11: 30-12: 00 

後 1:30-2:00 

2: 30-3:00 

前 9:20-10:00 
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大

田・相P

木

好

北

新

材

三

一

原

新

丸

木

八

内

内

内

内

内

【8]

10: 30-11: 00 

11 : 30 -12: 00 

後 1:30-2: 00 

2: 40-3: 10 

内

内

内

内

内

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

。北常国公 会堂

。上 常国公会堂

。北天神町公会堂

。常入自治会館

。下 塩尻公民館

。下紺屋町公会堂

。新町公会堂

。水 野旅館駐 車場

。踏入公会堂

。西塩田会館

。学海 北集 会所

。学 海南自治会館

。市保健セ ンタ ー
(市役所駐車場)

。北大手 会館

。新田区民会館

。上田市文化センタ-

O三好町会館

信金裏有料駐車場

二子塚東白井清重さん宅前

岡崎ガレー ジ

小林ぬし庖横

小池水太さん宅横

。新屋会館|旧

。常磐 町自治 会館|旧

。秋 和自治 会館|塩

。塩尻地区公民館|塩

。中之 条公会堂 1:減

。金 井公民館|神

O上 野が丘公民館|神

。下郷生活改善センタ ー|豊

。町吉田公民館|豊

。大屋公会堂 |神

O黒 坪 公 民館!神

。踏入公会堂 |旧

。東部地区防災センター|旧

。上田市文化セ ンタ ー|旧

。鍛 冶町会館 |旧

O西塩田会館|塩

。相染悶|塩

。塩田母子健康セ ンタ ー|塩

。束 塩田老人集 会場 |塩

。川辺町 会館|川

@市役所川西 支所|川

O川西社会福祉センター|川

。小泉区民 会館|川

。泉 田公 民館 |泉

。三 好町 会館 1 :娘

。市保健セ ンター
(市役所駐車場)

0新 田 区民会館

。上川原柳町公 会堂

。上野が丘公民館

。神 川地 区公民館

。市保健セ ンター
(市役所駐車場)

。三 好町 会館

。川西社会福祉センタ-

O川辺町会館

。塩田母子健康セ ンター

。川辺町児童センタ -1川
O築 地公民館|築

。仁 古田公民館|仁

。入組事務所|入

。室賀基幹集落センター |中

。原組事務所 |原

。岡 公民館

。舞 回公民館

。上 本郷公民館

。五 加公民館

。野倉公民館

。西前山公民館

。福 祉 事業 セ ンター
西土毎回事 業所

。柳沢 公民館|柳

。前山会館|束

。手塚公民館|手

。創造館 1;舎

。保野公民館 f呆

。上小 島公民館 |上

。東五加公民館 |束

。福祉 事業 センター|
中塩田 事業所 1

0八 木沢公民館 |八

@日影公民館|上

。相染閣 1.81]

0山田 公民館 l山

@平井寺公民館|平

。中組 公民館|中

。下組公民館|下

。和田節生 さん宅前 |下

。奈 良尾公民館

。鈴子公 民館

。東 塩田 老人集会場

。桜自治会館

。泉平会 館

。諏訪部公 会堂

。城 北自治会館

。緑が丘西区 会 館

。生塚 自治 会 館

。常磐町自治 会 館

。新屋会館

。下川原柳町集 会所前

。上 川 原 柳町 公会堂

。塩尻地区公民館

前 9:30-10: 50 

11:20-12:10 

後1:40-3: 00 

前 9:30-10: 00 

10:30-11:00 

11: 30-12: 00 

後 1:30-3:00 

前 9:30-10: 30 

11:00-11:50 

後 1:20-2:50 

前 9:40-10: 10 

10: 40-12: 00 

田

郷

加

A
H

山

古

本

岡

舞

上

五

針

西

前 9:30-10: 20 

10: 50-12:00 

後， 1: 30-3:00 

前 9:30-11: 00 

11:30-12:10 

後 1:40-2:20 

1主正

1尺

山

塚

升

野

鳥

加

前

小

五

前

手

前 9:30-10:50

11: 20-12: 00 

後 1:30-2: 20 

2:50-3:20 

前 9:30-10:10

10: 40-12: 00 

後 1:30-2: 20 

2:50-3:30 

前 9:30-10: 30 

11:00-11:50 

後 1:20-2:30 

3: 00-3: 30 

前 9:30-10:10

10:40-11:20 

後12:50-2:00 

2:30-3:20 

前 9:30-10: 20 

10: 50-12: 00 

後 1:30-3: 00 

前 9:30-10: 20 

10: 50-12: 00 

後 1・30-3: 00 

加

沢

手

所

回

寺

組

組

島

塚

町

屋

町

町

尻

平

部

北

西

尾

子

神

丘

相1I

柳

木

井

+ぜ

磐

原

原

塩

訪

良

カf

生

常

新

下

上

上

奈

鈴

石

泉

諏

城

緑

前 9:30-10: 30 

11: 00-12: 00 

後 1:30-3:00 

前 9:30-10:40

11: 10-12: 10 

後 1:40-2:50 

海野町・袋町

鍛冶 町

南 天 神町

下常田・中常国

愛宕 町

下 房 山・ 馬場町

。海野 町 会 館

。鍛 冶町会館

。南天神町公民館

。東部地区防災セ ンタ 一

。愛宕 町 公会堂

。下房山公会堂

。鷹 匠町公 会堂

。秋和自治 会 館

。緑が 丘北区 会 館

。旧 浮世の湯駐車場

。緑が丘 会 館

。上鍛冶町公 会堂横
大塚さん宅駐車場

。上房山公 会堂

|日

旧

旧

全

全

前 9:20-10:10

10:40-12: 10 

後 1:40-3:00 

前 9:30-10: 40 

11: 10-12: 10 

鷹匠町・本町

秋 和

緑が丘北

鎌 原・西 脇

緑が丘 全

全

全

全

全

町

山

町

上鍛冶町・回

房上

泉館A 

"" 
町



精密検査が必要な人のみに通知

日程表中。印の会場では、一般健康診査も実施

します。料金は無料。

[>対象者 40歳以上の人 [>検診内容尿検査、

身体計測、問診、 血圧測定、血液検査(肝蔵機能、

総コレステロール) [>その他 病・医院などで

今年 4月以降受診済みの人、循環器系 (高血圧、

心臓病など)を治療中の人は、受診できません 0

・問い合わせ 保健予防課(内線1374)

[>結果通知

一般健康診査も同時に行います
世帯ごとにお配りした受診票に必要事項を記入

し、 会場へお持ちください。検診料は無料。

b対象者 今年度16歳になる人および19歳以上

の人。ただ し、次に該当する人は除きます。①会

社、事業所、官庁、商庖などの勤務先で、検診が

ある人②高校、大学、専門学校などの生徒、学生

③結核で治療中の人④病・医院、診療所などで検

診する ことが確実な人⑤妊娠している人 (医師の

指示で検診を必要とする人は受診してくだきし、)

( 8 月 29 日 ~IO月 12 日)結核レントゲン検診日程表

〆'
/ 

前ll:10-12: 00 

後 1:30-2:20 

2: 50-3: 30 

前 9:30-10:20

10: 50-11: 50 

後 1:20-2: 20 

2: 50-3:20 

。金剛 寺公 民館

。上野 が丘 公民館

。富士見台自治会館

。黒坪公民館

。久保林公民館

。釘竹 公 民館

。西野竹生活改善センター

格僧

前 9:30-10:40 

11: 10-12: 00 

後 1:30-1: 50 

2: 20-3:00 

前 9:30-10: 20 

前 9:30-10:20

10 : 50 -12 : 00 

後 1:30-3: 10 

前 9:30-10:10 

10 : 40 -12: 00 

fi 1:30-3:00 

丘

牧

条

川

村

所

カ《

之

日。朝日 ケ 丘児童館|朝

。小牧 公 民館|小

O中之 条公会 堂|中

。須川公民館|須

O中 村自治 会 館|中

。御 所公 会 堂 |御

前 9:30-10:10

10 : 40 -12 : 00 

後 1:30-3:00 

前 9:30-10:20

10 : 50 -12: 00 

後 1:30-3:00 

前 9:30-10:40

11:10-12:00 

後 1:30-2: 10 

2:40-3: 10 

前 9:30-10: 00 

10: 30-12: 00 

後 1:30-2: 50 

田

泉

町

地

原

形

一
回

田

口

過

過

町

条

。泉田南部 麦 大 豆等
生産振興セ ンタ -

O小泉区 公 民館 |小

O川 辺町 会 館 |川

。東築地公民館 |束

。上田原自治 会 館 |上

。諏訪形公民館 |諏

。吉田公民館 |吉

例 。泉田公民館 |福

空軍 I ~泉田 山 口集 会 場|泉

。半過公民館|上

司 ll~下半過生活改善セ ン ター|下

瑚 O千曲町 自治会館|千

。下之条集荷場|下

旧 室 賀支所 1;本組

和合消防庫前|和

横山作 業 所 |横

O神畑遊園 地|神

。下本郷公民館 L下

。下之郷公民館|下

。越戸公民館 |越

O浦野公民館|浦

釦0藤之木自治会館 |藤
制 。日向 公民館 |日

。ひば り が丘
生活改善セ ン タ一

。下室賀生活改善センタ-

O中野公民館

。十人公民館

辺

築

田

訪

福

7)<. 

郷

一
回

田

台

り

丘

郷

戸

上

後 1:10-2: 00 

2: 30-3:20 

前 9:30-10 :20 

10 :50-11 :40 

後， 1 :10-1 :50 

2・20- 3 :00 

前 9:30-10 :30 

II :00-12 :00 

後 1:30- 2:10 

2:40- 3:10 

前 9:40-10:20

10 :50-11 :40 

2: 40-3:00 

前 9:30-10: 10 

10:40-11:40 

後 1:10-2: 00 

2: 30-3: 10 

日

清

か

が

之

森

士口

士
ロ

山

屋

井

原

門

屋

田

回

岩

新

之

科

iZ者I~ (肖 Qi1部臨i
。赤坂公民館

。大日木公民館

~îl ~氷沢分館
司I ~長入公民館
調 。矢 沢公民館

講L~豊殿 地 区転作
》促進研修セ ン ター

。森公民館

。下郷生活改善セ ンター |下

下吉田公民館|下

。町吉田公民館 |町

刻 。桜台集会 室 |桜

到 。ひか 1)公園集会所|ひ

倒 。梅が丘自治会集会場 l梅

。林之郷公民館|林

@漆戸公民館 i奈

@宮之上公民館|宮

。畑山農業生活改善センター|畑

。神科新屋作業所|神

:3L""古里地区麦大豆等
語 11'="生活振興セ ン ター

。川 原集会所 |川

到 。岩門集落セ ン ター |岩

J咽 @染屋公会堂 |染

。中吉田公民館|中

。農協豊里事業所|小

笹

田山

半

半

曲

之

吉

井

。神科 北部 転作
》促進研修セ ン タ一

。大屋公会堂

口山

前 9:30-10: 00 

10 : 30 -11 : 00 

II : 30 -12: 00 

前 9:30-10: 50 

11 : 20 -12: 00 

後 1:30- 3:00 

前 9:30-10:20

10: 50-12: 00 

後 1:30-2:00 

2: 30-3: 10 

前 9:30-10:10

組

合

山

畑

手上

郷

一戸

野

木

向

第F本

之

之

前 9:30-10:20 

10: 50-11: 40 

後 1:10-1:50 

2:20-3: 20 

前 9:30-10:10

10: 40-11: 40 

後 1:10-1: 50 

2: 20 -3: 10 

前 9:30-10: 30 

11:00-12:00 

後 1:30-2:50 

前 9:30-10: 30 

11: 00-11: 50 
|間

後 1:20-2:50 

屋

沢

井

沢

山

堀

分

沢

下

一

南

北

保

木

木

堀

ム
ロ
ム
ロ

大

。蛇沢公民館|蛇

。金井公民館 |金

針 。樋之沢分館入口 |樋

。伊勢 山 公民館 |伊

@上堀生活改善センター|上

。国分公民館|因

。上沢公民館|上

。岩下公民館|岩

。みすず台南公民館|みすず

到 。みすず台北第 1集会場 |みすず

。大久保公民館 |大 久

n;l~下青木公民館|下 青

湖 。上青木公民館|上 青

。下堀公民館西側 |下

之

勢

10:40-11:30 

後 1:00-2: 00 

2: 30- 3: 20 

ひばリが丘・岳の組

賀

野

人

室下

中

十島

広報うえだ1.8. 16 

長治会館自島
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圃圃

ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

市
職
員
を
募
集

l
一
般
事
務
・
保
母

・

土
木
技
術

l

-
職
種
と
資
格

マ
一
般
事
務
A

(
大
卒
程
度

)
1
昭

和
三
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

マ
一
般
事
務

B
(
高
卒
程
度

)
1
昭

和
四
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

マ
保
母
(
短
大
卒
程
度

)
l
昭
和
四

十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
母
の
資
格
が
あ
る
人
(
来

年
三
月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
を
含
む
)

マ
土
木
技
術
職
A

(
大
卒
程
度

)
1

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

マ
土
木
技
術
職

B
(
高
卒
程
度

)
l

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

た
だ
し、

一
般
事
務
A
、
一
般
事

務
B
、
保
母
は
、
平
成
元
年
四
月
一

日
現
在、

上
田
市
民
で
あ
る
人
、
ま

た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
、
一
時
他
市

町
村
に
居
住
し
て
い
る
が
家
族
は
上

田
市
民
で
あ
る
人
。
土
木
技
術
職
A
、

土
木
技
術
職

B
は
通
勤
可
能
の
範
囲

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

-
試
験
日

・
科
目

十
月
十
三
日
幽
午
前
八
時
受
付
、

同
八
時
三
十
分
試
験
開
始

マ
一
般
事
務
A

(
大
卒
程
度

)
1教

養
・
専
門
試
験

マ
一
般
事
務

B
(
高
卒
程
度

)
1
教

養
・
適
性
試
験

マ
保
母
(
短
大
卒
程
度

)
1教
養
・

体
育
・
音
楽
試
験
(
音
楽
試
験
は
十

月
十
五
日
に
実
施
)

マ
土
木
技
術
職
A

(
大
卒
程
度

)
1

教
養

・
専
門
試
験

マ
土
木
技
術
職

B
(
高
卒
程
度

)
1

教
養
・
専
門
試
験

・
人
員
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

・
必
要
書
類

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に

あ
り
ま
す
)

マ
履
歴
書
お
よ
び
最
終
学
校
成
績
証

明
書
(
高
校
在
学
者
は
、
統
一
応
募

書
類
を
使
用
し
、
そ

の
他
の
人
に
つ

い
て
は
、
履
歴
書
は
総
務
課
に
あ
る

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
)

マ
資
格
証
明
書
ま
た
は
資
格
取
得
見

込
証
明
書
(
保
母
)

マ
六
十
二
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封

筒
(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

・
申
込
先

九
月
一
日
働
か
ら
同
三
十
日
出
ま

で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
(
内
線

1
2
0
3
)
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

9
月
幻
・

μ
日

姉
妹
都
市
・
鎌
倉
を

上
田
市
民
号
で
訪
問

姉
妹
都
市
鎌
倉
は
今
年
で
市
制
五

十
周
年
。
上
回
か
ら
は
「
ウ
ォ

l
キ

ン
グ
・
イ
ベ
ン

ト
」
(
十
一
ペ

ー
ジ

参
照
)
の

一
行
が
鎌
倉
市
に
九
月
二

十
三
日
に
到
着
、
市
民
号
と
合
流
し

ま
す
。
二
十
四
日
は
横
浜
博
を
見
学

し
ま
す
。

マ
と
き
九
月
二
十
三
日
出
、
二

十
四
日
制
マ
費
用
大
人
二
万
八

千
五
百
円
、
高
校
生
二
万
七
千
五
百

円
、
中
学
生
二
万
七
千
二
百
円
、
小

学
生
二
万
五
千
五
百
円

マ

募

集

人

員

二

百

五

十

人

マ

申

し

込

み

J

R
上
田
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー

(宮

@
J

3
1
1
8
)
 

圃
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

一

園
教
養
講
座
の

一

圃

受

講

生

を

募
集
一

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
二
十
九
歳
~

ま
で
の
か
た
マ
募
集
講
座
別
表
〈

の
と
お
り
マ
費
用
受
講
料
二
千

.

六
十
円
(
他
に
材
料
費
が
必
要
の
講
山

座
あ
り
)

マ
申
し
込
み
八
月
二

十
三
日
附
か
ら
九
月
十
二
日
閃
ま
で
い

に
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
へ
来
館
し
手
川

続
き
を
(
日
曜
は
休
館
)
。
受
付
時
川

聞
は
午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら
午
後
川

九
時
ま
で
。

川
・
農
地
問
題
相
談
マ
と
き

9
月

M
1
日
幽
午
前

8
時

ω分
j
正

午

マ

川
と
こ
ろ
農
業
委
員
会

山
・
日
常
生
活
の
法
律
相
談
(
予
約
制
)

~
V
と
き

9
月
8
日
幽
・
幻
日
幽
い

川
ず
れ
も
午
後
1
時
初
分
1

3
時
初
分

川
マ
と
こ
ろ
西
庁
舎

2
階

マ

予

約

~
先
生
活
環
境
課
(
内
線

1
3
8
8
)

川
・
土
地
・
建
物
の
法
律
相
談
マ
と

い
き

9
月
日
日
嗣
午
後

1
時
1

4
時

川
マ
と
こ
ろ
西
庁
舎
2
階

川
・
行
政
相
談
マ
と
き

9
月
日
日

〉
側
午
前
日
時
j
午
後

3
時

マ

と

こ

へ
ろ
上
回
西
武

(
3
階

)

マ

内

容

川
行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望

勤労青少年ホーム教養講座

曜日 講座名 算月 問 疋{貝ロ

月
シェイフ。・アップ 9月25日-12月11日

25人
エアロビクス ( 12回)

水 着 付
9月27日-12月13日

18人
( 12回)

木 実習・調理の基本
9月21日-12月14日

18人
( 12回)

※時間は各講座とも、午後6時30分'"'-'8時30分D

鋸謹翠密置理由

市県民税・・・・・・..........・・・・・・・・第2期

国民健康保険税・..........・・・・第2期

9
月
の
相
談
日

[10] 

納期限は8月31日闘です。

よろしくお願いします。

・収税課(内線1304)

広叛うえ;c'1.8. 16 



-
展
示
作
品
を
募
集

資

格

市

民

(

成

人

)

マ

募

集

五

十

人

マ

出

場

申

込

九

月

一

日

幽
か
ら
同
十
日
目
ま
で
に
、
参
加
費

五
百
円
を
添
え
て
中
央
公
民
館

(
宮

⑫

0
7
6
0
)

へ
。
そ
の
際
「
曲
目
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
自
治
会
名
」
を

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

入
札
時
間
午
前
十
時

l
十
時
十
玉
川

分
(
説
明
は
午
前
九
時
四
十
五
分
よ
へ

り
)
マ
と
ニ
ろ
市
役
所
南
庁
舎
川

五
階
第
三
会
議
室
マ
方
法
競
争
川

十
月
は
「
都
市
緑
化
月
間
」

。
市

入

札

マ

台

数

当

日

決

定

マ

公

川

で

は

、

こ

れ

に

あ

わ

せ

、

緑

豊

か

な

告

場

所

市

役

所

、

豊

殿

・

塩

田

・

い

マ

と

き

十

月

十

四

日

出

午

後

五

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
都
市

川
西
の

各

支

所

マ

入

札

参

加

者

~

時

マ

と

ニ

ろ

市

民

会

館

マ

配

公

園

や

街

路

樹

、

生

け

垣

な

ど

の

緑

本

人

(

印

鑑

持

参

)

。
な
お
、
代
理
川
布
九
月
一
日
幽
よ
り
、
市
役
所
三

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
の
場
合
は
必
ず
本
人
自
筆
の
委
任
川
階
七
十
周
年
記
念
事
業
事
務
局
、
支

今
年
も
、
次
に
よ
り

「緑
の
写
真

状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
~
所

(豊
殿
・
塩
田
・
川
西
)
、
公
民

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

さ
い
。

マ
そ
の
他
公
告
当
日
ま
川
館

(中
央
・
西
部
・
城
南
・
上
野
が

マ

期

間

十

月

五

日

肘

か

ら

同

二

市

税

等

の

滞

納

処

分

に

よ

る

N
T

で
に
、
滞
納
者
が
市
税
等
を
完
納
し
い
丘
・
塩
田
・
川
西
)
で
お
配
り
し
ま

十
七
日
悩
ま
で
マ
会
場
市
役
所

T
上
田
支
庖
管
内
の
電
話
加
入
権
の
た
場
合
に
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。
九
す
。
な
お
、
終
わ
り
次
第
打
ち
切
ら

一
階
ロ
ビ

l
、
文
化
セ
ン
タ
ー
入
口
マ
と
き
十
月
一
日
同
午
後
一
時
公
売
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
収
税
課
(
内
線

1
J
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
マ
問
い
合
わ

ホ

ー

ル

よ

り

マ

と

こ

ろ

文

化

会

館

マ

マ

と

き

八

月

三

十

一

日

肘

マ

3
0
1
)

川
せ
中
央
公
民
館
(
宮
⑫
0
7
6
0
)

日

幻

ら

姉

束

込

~

幻

明

か

ぺ

装

し

で

月

初

F

L
者

申

ま

9

述

田

服

武

A
居

が

ゆ

塩

市

、

課

へ

鎌

着

堂

r
は

光

)

卜

家

倉

音

容

行

に

観

m

，

ド

鎌

観

内

。

時

は

日

ン

ν
、
向

b

1
一

発

く

⑧

ベ

川

肘

北

を

出

し

E

f
け

目

立

l

j

》
詳

(

，

-

l

F
ロ

c
i

(
島
居

M

所

跡

V
す

o

J

Y
謙

月

場

城

幻

ま

出

会

タ
の

9

発

田

(

め

演

く

ン

刊

は

出

塩

道

深

を

歩

キ

副

発

「

街

を

」

を

-
q，
出

ろ

城

倉

善

倉

平

一

~

ニ

居

鎌

親

鎌

田

寸

き

と

の

旧

の

ざ

塩

ウ

と

kv

氏

で

市

い

「

-

b

条

歩

都

「

は

出

北

徒

妹

で

み

市
制
河
周
年
記
念

ボ
ニ

l
ジ
ャ
ッ
ク
ス

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展

開

催

し

ま

す

マ
題
材
緑
の
あ
る
風
景
ま
た
は

緑
と
の

ふ
れ

あ

い

マ

規

格

四

つ

切
り

(
カ
ラ

l
、
モ

ノ
ク

ロ

)

マ

応
募
期
限
十
月
二
日
間
円
マ
提
出

先

都

市

計

画

課
(内
線

1
5
2
1
)

マ
そ
の
他
①
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
を
贈
り
ま
す
②
作
品
は
展
示
後
お

返
し
し
ま
す
。

電
話
加
入
権
を

公

売

し

ま

す

市
制
河
周
年
記
念

市
民
叡
謡
大
会
の

出
場
者
を
募
集

-アート・フェスティバル'89
じ〉とき 9月10日(日)-10月 1日(日) t>ところ

中央公民館、原町通り、海野町通り、中央一番街

通り、松尾町通り、上田城跡公園 b内容上田

市にゆかりのある作家54名が、約100点の作品(彫

刻、絵画)を展示 b主催 同実行委員会

-長野県社会福祉大会
t>とき 9月7日休)、 8日幽 bところ 市民

会館ほか b内容 福祉の充実、生きがい対策な

ど、全県的推進を図る県大会。関係者約1，300人が

参加 b主催 県社会福祉協議会ほか

-中国河北省京劇団公演
じ〉とき 9月3日(日)午後 2時間演(1時開場)

bところ 市民会館 t>内容伝統ある歌舞劇・

京劇団による国際交流を深める友好公演。今回は

「白蛇伝」を上演。 t>入場料 前売券は指定席

3，000円、一般席2，500円(高校生以下2，000円)。

上回日中事務局 (宮@8415、⑧2303)で取り扱っ

ています。 t>主催 上田日中友好協会ほか

-塩因子供野球、 ドッジボール大会

じ〉とき 9月3日(日)午前6時~午後4時 t>と

ころ 中塩田小グラウ ン ド、塩田中グラウ ン ド

t>内容 塩田地区の小学生による野球、ド ッジボ

ール、縄飛び、大会 b主催 塩田商工会

-績か1/11流吟剣詩舞大会
bとき 9月3日(日)午前8時30分~午後 5時

bところ 勤労者福祉セ ンタ- t>内容剣舞、

詩舞、歌謡吟詠一部コ ンクールおよび構成吟 b 

その他 入場無料 b主催績風流本部

広叛うえ万1.B. 16 
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圃・

1>対象 40歳以上の人。次のどれかに該当する

人は特にお勧めします。①C1日のたばこの本数〕

x C喫煙年数〕が600以上の人②最近 3か月以内に
血たんの出た人③せきやたんが 1か月以上続く人

④重クロム酸、石綿などを吸う職場にいる人、ま

たはいた人 b受診料 500円。ただし、次の人は

無料。①70歳以上の人、 65歳以上で一定の障害が

あり市長の認定を受けた人②生活保護世帯、市民

税非課税世帯の人(②に該当する人は事前に連絡

を) 1>検査方法 胸部レントゲン撮影、かくた

ん細胞診 b検査日程 11月上旬に各地区を巡回

(申込者には個人通知) 1>申し込み 9月13日

休)までに「住所、氏名、年齢、電話番号」を電話

かはがきで保健予防課まで連絡を。

.s市がん検診の受診者募集
=つ健|診|:J1lC:亘l回91

31iE夏季b:lフ

( I歳6か月児)

北沢舞ちゃん

(矢沢)

高木良太〈ん

(梅が丘)

.9月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)01歳 6か月児は、

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して

お持ちくださし、。 3歳児の健康診査票は、様式

が変わりましたので、健診日に会場で記入して

いただきます。 寝たきり・痴ほう性老人をかかえる家族の会

・合同研修会を開催
今回は、寝たきりおよび痴ほう性老人をかかえ

る家族の合同研修会を聞きます。

bとき 9月5日(刈午後 1時30分 -3時30分

1>と二ろ 保健センター(南庁舎 2階) 1>内容

佐久市立国保浅間病院院長倉沢隆平さんによる講

演で「ほ、けの理解と看とる心J 1>その他 当日

介護を代わる人がいない場合、こちらから婦人ボ

ランティアが伺います。 9月 1日幽までに保健予

防課(内線1376)へご連絡を。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健診 実施日 対 象 児

4か月児
9月7日 元年4月16日-4月30日生

9月19日 元年5月1日-5月15日生

10か月児
9月12日 63年10月16日-10月31日生

9月28日 63年11月1日-11月15日生

1歳6か月児
9月13日 63年2月16日-2月29日生

9月27日 63年 3月1日-3月15日生

歳児
9月11日 61年8月1日-8月15日生

3 
9月29日 61年8月16日-8月31日生

べポ宅主/三2ιン/県高齢者総合相談センター
お年寄りや家族のかたからのいろいろな内

容や問題の相談をお待ちしています。相談は

電話でも来所でもけづこうです(相談無料)。

1>長野 長野市若盟11570-1 県社会福祉総

合センター 5階(岱0262⑧011'0)

b松本 松本市双葉4-16 市総合社会福祉

センタ-3階(岱026.3(3110)

塩田母子健康センター(塩田地区)

元年4月16日-5月15日生

63年10月16日-11月15日生

63年 1月16日-3月15日生

元年4月16日-5月15日生

63年10月16日-11月15日生

63年2月16日-3月15日生

川西社会福祉センター(川西地区)
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